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研究成果の概要（和文）：サインシステムは地理に不案内な来訪者に適切な情報を与えるために整備されてお
り、サインシステムは来訪者の回遊行動を支援する重要な役割を果たしている。
本研究は、サインシステムの整備によって、来訪者は以前に比べて観光スポットを容易に訪問することができ、
またより多くの施設を訪問できることを詳細な実態調査から明らかにした。同時に、来訪者がより多くの観光ス
ポットを訪問すれば、彼らが道に迷う可能性が高まることも示した。このような分析を通して、本研究は、来訪
者の回遊行動とルート選択エラーの関係を分析するとともに、歩行者サインシステムの高度化について検討し
た。

研究成果の概要（英文）：Sign systems in tourist areas are installed in order to give correct 
information of the areas to visitors who consist of familiar or unfamiliar persons with the areas. 
The sign systems play an important role to assist visitor’s circulation behavior. 
This study makes clear that visitors can visit attractions easily and they can visit more 
attractions than before based on precise surveys. At the same time, this study explains when 
visitors visit more attractions, there is a possibility they slightly lose their ways. Considering 
these findings, this study has investigated the relationship between visitor’s circulation behavior
 and their path finding errors, and has proposed effective ways to up-grade the sign system.

研究分野：交通計画
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
観光地においては、土地勘が乏しい来街者
が少なくなく、またある程度の土地勘はあっ
ても、目的地の位置とそこへの経路に関する
的確な情報は必要であるから、サインシステ
ムは重要である。近年、GPSを用いた携帯端
末によって多様な状況提供が行われている
が、現地でのサインシステムの重要性は依然
として高いと考えられる。 
 主要な観光地には来訪者向けのサインシ
ステムが既に設置されていることが多い。し
かしながら、これらのサインシステムは必ず
しも効果的に設置されているとは言えない
場合が少なくない。このため、サインシステ
ムの効果的な整備を評価することが必要と
なっている。一般に、サインシステムの有効
性に関する評価手法は、(a)サインシステム構
成の合理性からみた評価、ならびに(b)来訪者
の意識および行動変化に基づいた評価に大
別できよう。 

(a)の視点は、サインの提示内容の適否、提
示内容の連続性、サインボードの視認性等か
ら見た評価である。サインが一応設置されて
いても、例えば、サインの提示内容が十分に
吟味されていなかったり、連続性が欠けてい
たりすることもあるから、システム構成の合
理性の視点からの評価は重要である。しかし
ながら、サインシステムの役割は、来訪者が
安心して希望施設を回遊する際に、道に迷う
ことなく、目的地にスムーズに到達できるよ
うに支援することであるから、これが達成さ
れていることを直接示すことがさらに重要
である。したがって、(b)の視点からの評価が
不可欠である。そこで、本研究では、後者の
視点からサインシステムの評価にアプロー
チする。 
 研究代表者は長年に亘り、歩行者の行動特
性を分析してきた。そこでは、歩行者は、現
在の進行方向を維持しようとする傾向(方向
保持性)および、目的地方向に近付こうとする
傾向(目的地指向性)があり、それらの特性は、
それぞれ進入方向角度および目的地方向角
度で表せることが示されている。さらに、そ
れらの角度を用いて、経路選択行動モデルを
構築した。 
歩行者にある程度の土地勘がある場合に
は、目的地指向性の方が強い影響を与えてお
り、一方、土地勘がない歩行者の場合には、
方向保持性の影響が強いことを明らかにし
た。 
観光地において道に迷った来訪者の行動
は、後者に近いのではないかと考えられる。
迷い行動の特性を経路選択行動モデルのパ
ラメータを調べることによって定量的に表
わせるのではないかという発想が本研究の
原点である。 
 従来、サインシステムの効果に関しては、
先述の(a)ならびに(b)の意識に基づいた評価
が各地で実施されているが、上記のような来

訪者の行動特性からアプローチした研究は
少ない。そのような中で、本研究の研究協力
者である Dr. Vandebonaはサイン(矢羽根型
のサイン)設置場所と歩行者の行動の関係に
ついて論じている。もっとも、この研究はシ
ミュレーションによるものであって、来訪者
の行動特性を実態調査によって把握したも
のではない。本研究のように、サインシステ
ム整備による来街者の行動変化を実態調査
に基づいて分析し、その知見をサインシステ
ム計画に活用した研究事例は国内外の研究
を概観してもほとんど存在しないと言えよ
う。 
来訪者意識に基づいた評価は、実社会で一
般に実施されているものである。しかし、意
識変化が生じたプロセスがブラックボック
スになっていることが多い。そこで、本研究
では、来訪者の行動変化に基づいて歩行者サ
インシステムを評価することとした。まず、
歩行者サインシステムの改善に伴って変化
する来訪者の行動特性に着目し、その変化を
実態調査から明らかにすることによって、サ
インシステムの効果を定量的に示す手法を
提案することが望まれる。そして、この手法
に基づいてサインシステムを整備・改善する
ための方法が求められている。 
 
２．研究の目的 
観光地等において土地勘の乏しい来訪者
に対して的確な情報を与える歩行者サイン
システムは、地域の魅力を高めるために重要
である。歩行者サインシステムは従来、主と
してシステム構成の合理性の視点から評価
されてきたが、真に効果的なサインシステム
を整備するためには、サインシステムによっ
て来訪者が円滑に行動できるようになって
いることを示すことが必要であろう。本研究
は、サインシステム整備による来訪者の行動
変化について、回遊できる観光スポット数の
増加、および迷い行動の減少という視点から
捉えることとし、特に迷い行動の特徴を来訪
者の経路選択行動によって把握する手法を
提案するとともに、これを用いて、サインシ
ステムの効果的な整備について論じること
を目的とする。 
具体的には、本研究は２つの目的を持って
いる。 
本研究では来訪者の行動変化に基づいて
歩行者サインシステムを評価することとし、
まず、歩行者サインシステムの改善に伴って
変化する来訪者の行動特性に着目し、その変
化を実態調査から明らかにすることによっ
て、サインシステムの効果を定量的に示す手
法を提案することを第 1の目的とする。続い
て、この手法を用いて、サインシステムを整
備・改善するための方法を示すことを第 2の
目的とする。 
第 1の目的を達成するために、来訪者の回
遊行動ならびにその過程で生じる恐れのあ
る迷い行動に注目する。サインシステムの整
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備・改善によって来訪者の回遊性ポテンシャ
ルが向上すると予想されるので、これを吸収
マルコフ過程の考え方に基づいて定量的に
示す。一方で、回遊性が高まると、迷い行動
が発生する機会に遭遇することも考えられ
る。そこで、迷い行動の発生状況を定量的に
把握する。具体的には、迷い行動を行ってい
る時の来訪者の経路選択特性と通常時の経
路選択特性とを比較することによって、迷い
行動の特性を明確にする。サインシステムの
内容、来訪者の回遊行動、迷い行動の関係の
分析を通して、サインシステムの効果を定量
的に評価する方法を提案する。 
第 2の目的に関しては、一つの時間断面の
調査結果に基づくのではなく、「研究計画・
方法」で述べるように、研究代表者は研究対
象地区において過去に実施したデータを保
有しているから、本研究で実施する調査結果
と比較することができる。すなわち、対象と
するサインシステムが、年度を追って整備さ
れてきた状況を整理した上で、その段階に応
じて実施された数度に亘る調査結果を用い
て、上記の手法に基づいてサインシステムを
改善する方法を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
歩行者サインシステムは、来街者が道に迷
うことなく目的施設に到達することを支援
するものであるから、当該システムの良否は
来街者の行動分析に基づいて評価すること
が望ましい。本研究はこのような視点から、
迷い行動に注目してサインシステムを評価
した。迷い現象の有無を客観的に評価する方
法として、来訪者の経路選択行動をモデル化
し、このモデルのパラメータを｢迷い現象｣の
有無で比較し、迷い現象の多寡を判定する手
法を提案した。サインシステムの整備効果を
検証するためには、1 時点での調査だけでな
く、システム改善の程度に合わせて評価指標
がどのように変化するかをモニタリングす
る。本研究ではサインシステムを近年改善し
改善が継続されている奈良公園を取り上げ、
取得済みのデータも活用してモニタリング
を行った。今後のサインシステムの高度化の
方向を示すとともに、当該手法の一般化を目
指すことにした。具体的な研究方法は以下の
通りである。 
(1) 奈良公園における歩行者サインシステム
の概念ならびにシステム構成を整理する
（対象とする観光スポットの選定方法、
案内に際しての優先順位、サインボード
の種類とデザイン等）。 

(2) 奈良公園に設置されているサインシステ
ムの整備状況を 2008年から 2016年まで
の期間に亘り整理する。サインシステム
の連続性等に関しても再度確認しておく。 

(3) 奈良公園の来街者に対するアンケート調
査を実施する。主要な調査項目は、来訪
目的、訪問施設、訪問順序、施設間の利
用経路、迷い行動の有無、迷った場合に

はその場所等である。研究代表者は、す
でに 2008年、2013年に実施した調査結
果を所持しているから、本研究における
調査は既往調査と整合性を保ちつつ、迷
い行動に関しては精緻に分析できるよう
に工夫する。 

(4) 調査票に記載された経路図から、図-1に
示す進入方向角度と目的地方向角度を道
に迷っていない場合と道に迷った場合に
区分して測定する。それに基づいて、経
路選択モデルを構築する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
図-1 目的地方向角度と進入方向角度 

 
(5) 研究代表者は先に、目的地の位置に関す
る情報を全く持たない状況で、来訪者の
行動特性を調べるための実験を行ってい
る。来街者が道に迷った状況は、この実
験結果から得られる行動特性と関係が見
られるのではないかと考え、(4)の結果と
この実験結果とを比較検討し、迷い行動
の特性を定量的に明らかにする。その際
に(4)で作成した選択モデルのパラメー
タ比（進入方向角度と目的地方向角度の
パラメータの比）を用いて、迷い行動の
特性を考察する。 

(6) 来訪者の公園内での行動を吸収マルコフ
過程の現象と捉え、サインシステムの整
備状況に応じて回遊性がどの程度向上し
ているかを明らかにする。 

(7) 迷い行動は以下のような特徴も有する。
つまり、サインが整備されると迷い行動
が減少すると思われるが、一方で、サイ
ンシステムが整備されると多くの観光ス
ポットを訪問できる機会が増加し、その
結果、一時的に迷い行動が増加する恐れ
もある。そこで、本研究ではこのような
現象も考慮して分析を進める。 

(8) 迷い行動の減少に焦点を定めて、奈良公
園のサインシステムをさらに高度化する
方策について検討する。 

(9) サインシステムの改善事業は今後各地の
観光地で実施されると思われる。それぞ
れの観光地は固有の特性を有するが、本
研究で提案する手法は他の観光地にも適
用できると考えられる。そこで、(8)の検
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討結果に基づいて、今後各地で改善が予
想されるサインシステムの効果的な改善
方策の方向について論じる。 
 
４．研究成果 
歴史や文化に育まれ、良好な環境に恵まれ
た大規模公園は、魅力ある観光地であり、地
域活性化のための重要な資源である。多くの
観光客を受け入れ、活力ある地域拠点とする
ためには、土地勘のない人々であっても、安
心して回遊できる情報提供が重要である。
種々の IT 技術が急速に進化している今日で
は、大規模公園における案内情報は多様な媒
体から取得することができる。しかし、現地
におけるサインシステムは情報提供の基盤
であり、今後とも重要性は高いと考えられる。 
本論で提案しているサインシステムは、社
寺等の重要性、ならびに来訪者からの人気に
応じて区分された観光スポットを適度の情
報量を有するサインの設置によって案内す
るものである。サインは図解標識（地図）、
指示標識（矢羽根）、および周遊促進標識（写
真等＋文章による説明）で構成されており、
特に指示標識においては、過度の情報提供と
なり返ってわかりにくくなることを避ける
ために、矢羽根が原則として 4本以下に抑え
られている。 
このようなサインシステムを整備するこ
とによって、以下のような来街者の行動変化
が生じたことを明らかにした。 
(1) 上記のシステム構成を有するサインシス
テムの導入によって、施設訪問数が 2008
年の 2.89ヶ所から 2011年の 3.12ヶ所に 
 
 

注）表中の 1~8の数字はゾーン番号を表す。ゾーン 8は
帰路のターミナルである。 

増加していることを確認した。また、各
施設から帰路の交通ターミナルへ向かう
率も表-1 に示すように低下している。こ
のことから、適切なサインシステムによ
って回遊性が向上したことが検証された。 

(2) 目的地に関する情報を全く有していない
場合には来訪者は直進経路を選択する傾
向がある。そこで、表-2 に示す来訪者の
経路選択行動モデルを作成したところ、
サインシステム整備の進展に伴って、パ
ラメータ比（目的地方向角度のパラメー
タ/進入方向角度のパラメータ）が増加し
ていることがわかる。これによって、来
訪者が目的施設の方向に効率的に近づい
ていく傾向を確認できる。 

 
 

 
(3) 迷い行動に関しては、ビギナーの｢迷い行
動｣が減少しているが、リピーターの迷い
行動は減少していない。したがって、サ
イン改善によって｢迷い行動｣が減少した
とは言えないであろう。これについては、
回遊性の向上に伴い訪問箇所数が増加す
るためにルート選定に迷いが生じるため
ではないかと推測されるが、情報提供に
よる回遊性の向上と迷い行動の関係につ
いては、今後さらに検証を行う必要があ
る。 

(4) 来訪者の訪問箇所と使用された経路の関
係を詳細に分析したところ、迷い行動の
発生が多い箇所を特定することができた。
これらの箇所の特徴は奈良県が改良した
サイン（システマティックな構成）と社
寺が独自に設置したサイン（システマテ
ィックな構成となっていない）が混在し
ている個所や、図解標識（地図）と指示
標識（矢羽根）の選定に改善の余地があ
る個所等であって、今後のサイン改善に
有用な知見が得られた。 

 2008年調査 2010年調査 2011年調査 

全データ    

目的地方向角度 -0.0134 (-10.4) -0.0149 (-8.95) -0.0213 (-18.6) 

進入方向角度 -0.0155 (-19.89 -0.0145 (-15.6) -0.0154 (-23.8) 

パラメータ比 0.866 1.03 1.38 

 尤度比 0.306 0.250 0.387 

 的中率 0.791 0.753 0.819 

ビギナー    

目的地方向角度 -0.0127 (-4.23) -0.0114 (-4.65) -0.0171 (-7.32) 

進入方向角度 -0.0169 (-9.13) -0.0137 (-9.63) -0.0144 (-11.0) 

パラメータ比 0.747 0.835 1.19 

尤度比 0.329 0.214 0.303 

的中率 0.803 0.748 0.791 

リピーター    

目的地方向角度 -0.0136 (-9.44) -0.0175 (-7.71) -0.0226 (-17.0) 

進入方向角度 -0.0151 (-17.7) -0.0151 (-12.3) -0.0157 (-21.0) 

パラメータ比 0.897 1.16 1.44 

尤度比 0.300 0.300 0.413 

的中率 0.787 0.787 0.824 

2008年調査 

 1 2 3 4 5 6 7 8 

1 0.0 0.184 0.015 0.076 0.485 0.181 0.059 0.0 

2 0.0 0.063 0.201 0.149 0.089 0.173 0.093 0.233 

3 0.0 0.169 0.093 0.123 0.073 0.105 0.093 0.294 

4 0.0 0.169 0.082 0.100 0.116 0.174 0.084 0.274 

5 0.0 0.205 0.033 0.087 0.027 0.271 0.110 0.266 

6 0.0 0.076 0.025 0.055 0.127 0.151 0.076 0.490 

7 0.0 0.040 0.048 0.059 0.078 0.104 0.163 0.508 

2011年調査 

 1 2 3 4 5 6 7 8 

1 0.0 0.228 0.020 0.054 0.439 0.185 0.074 0.0 

2 0.0 0.110 0.196 0.075 0.069 0.159 0.104 0.287 

3 0.0 0.122 0.211 0.178 0.052 0.103 0.146 0.188 

4 0.0 0.176 0.075 0.112 0.096 0.139 0.139 0.262 

5 0.0 0.364 0.018 0.046 0.009 0.198 0.109 0.255 

6 0.0 0.133 0.008 0.032 0.088 0.179 0.094 0.466 

7 0.0 0.129 0.065 0.039 0.068 0.197 0.146 0.356 

表-1 推移確率行列 

表-2 経路選択モデル 
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